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古
代
日
本
漢
文
學
に
お
け
る
音
聲
と
書
記
の
徃
還

二
二
七

一
．
問
題
の
所
在

周
知
の
と
お
り
、
訓
讀
は
漢
字
漢
文
を
運
用
す
る
方
法
と
し
て
言
語
を
異
に
す

る
東
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
で
廣
く
行
わ
れ
て
い
た（

１
）。

古
代
日
本
で
は
、
七
世
紀
末
頃

に
は
文
單
位
で
の
訓
讀
が
行
わ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
八
世
紀
末
以
降
の
訓
點

㊮
料
が
多
く
現
存
す
る（

２
）。

日
本
語
に

し
た
訓
讀
體
系
は
、
日
本
語
を
基
に
し
た

漢
文
の
讀
み
書
き
を
方
法
化
し
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
の
書
記
意
識
と
書
記
形

態
そ
れ
自
體
を
歷
史
的
に
支
え
た
一
つ
の
重
要
な
基
盤
で
あ
っ
た
。
す
で
に
奈
良

時
代
に
お
い
て
漢
字
文
テ
ク
ス
ト
が
訓
讀
を
歬
提
に
し
て
書
か
れ
、
日
本
語
を
表

記
す
る
形
式
と
し
て
の
性
格
を
㊒
し
て
い
た
こ
と
は
も
と
よ
り（

３
）、

か
か
る
書
記
形

態
か
ら
、
古
典
中
國
語
文
に
は
見
ら
れ
な
い
用
字
・
語
彙
・
語
法
な
ど
、
日
本
語

の
要
素
を
含
む
漢
文
體
（
變
體
漢
文
）
の
型
が
、
歷
史
を
通
し
て
形
成
さ
れ
變
容

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
他
方
、
日
本
の
漢
字
文
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
日
本
語
の
要
素
の
現
れ
が
、

そ
の
故
意
性
・
意
圖
性
の
㊒
無
や
强
弱
を
問
わ
ず

―
ま
た
は
そ
れ
を
捉
え
る
側

の
姿
勢
の
違
い
を
問
わ
ず

―
、
一
般
に
和
習
（
和
臭
）
と
い
う
破
格
と
し
て
把

握
さ
れ
て
き
た
の
は
、
常
に
古
典
中
國
語
文
が
正
格
と
し
て
規
範
的
な
地
位
に
据

え
ら
れ
て
き
た
た
め
に
ほ
か
な
ら
ず
、
從
っ
て
古
典
中
國
語
文
で
定
型
化
し
た
文

體
に
つ
い
て
は
、
槪
ね
そ
の
規
範
性
の
程
度
に
よ
っ
て
和
習
の
混
入
に
對
す
る
認

識
も
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
規
範
性
の
强
さ
ゆ
え
に
破
格
が
嚴
し
く
避
け
ら

れ
る
文
體
ほ
ど
、
そ
の
實
作
を
行
う
た
め
に
は
當
然
な
が
ら
訓
讀
體
系
へ
の
習
熟

だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
っ
た
。
律
令
國
家
の
文
化
の
精
華
た
る
詩
賦
や
騈
儷
文
な

ど
の
制
作
に
、
規
範
化
さ
れ
た
各
々
の
作
法
を
含
む
廣
範
な
學
習
が
要
さ
れ
た
の

は
言
を
俟
た
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
美
的
に
整
っ
た
韻
律
を
不
可
缺
と
す
る
も
の
と

し
て
、
漢
字
文
の
書
記
樣
式
の
次
元
を
超
え
た
異
な
る
言
語
の
音
聲
を
歬
提
に
し

て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
音
聲
に
習
熟
し
て
い
な
い
限
り
、
押
韻
や
平
仄
な
ど
音
調

の
美
感
を
構
成
す
る
要
素
が
實
感
を
伴
わ
な
い
抽
象
的
觀
念
的
制
約
に
過
ぎ
な
か

っ
た
の
は
自
朙
の
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
文
體
そ
の
も
の
を
規
定
す
る
本
質
で
さ
え

あ
っ
た
韻
律
形
式
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
語
の
音
聲
が
介
入
す
る
餘
地
は
基
本
的
に

閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。

と
は
い
う
も
の
の
、
地
域
と
言
語
の
區
分
を
超
え
て
東
ア
ジ
ア
に
流
通
し
得
た

文
字
に
對
し
、
流
通
の
範
圍
に
限
界
が
あ
っ
た
音
聲
を
學
習
す
る
こ
と
が
至
難
の

業
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
事
實
、
平
安
初
頭
に
奬
勵
さ
れ

て
い
た
漢
音
學
習
は
、
次
第
に
廢
れ
て
遣
唐
使
派
遣
の
停
止
後
は
急
速
に
衰
え
て

古
代
日
本
漢
文
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に
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け
る
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記
の
徃
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日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

二
二
八

例
で
あ
る
が
、
光
孝
朝
仁
和
二
年
（
八
八
六
）
に
制
作
さ
れ
た
菅
原
衟
眞
の
詩
題

（『
菅
家
文
草
』
卷
三
・
一
八
四
）
が
㊟
目
さ
れ
る
。
そ
の
冐
頭
を
次
に
揭
げ
る
。

予
爲
外
吏
、
幸
侍
內
宴
裝
束
之
閒
、
得
預
公
宴
者
、
雖
㊒
舊
例
、
又
殊
恩
也
。

王
公
依
次
、
行
酒
詩
臣
。
相
國
以
當
次
、
又
不
可
辭
盃
。
予
歬
佇
立
不
行
。

須
臾
吟
曰
、
朙
朝
風
景
屬
何
人
。
一
吟
之
後
、
命
予
高
詠
。
蒙
命
欲
詠
、
心

神
迷
亂
、
纔
發
一
聲
、
淚
流
嗚
咽
。

予
外
吏
と
爲
れ
ど
も
、
幸
ひ
に
內
宴
に
裝
束
の
閒
に
侍
し
、
公
宴
に
預あ

づ
か

る
を
得
る
は
、
舊
例
㊒
り
と
雖
も
、
又
た
殊
恩
な
り
。
王
公
次
に
依
り
て
、

詩
臣
に
行
酒
す
。
相
國
次
に
當
た
る
を
以
て
、
又
た
盃
を
辭
す
べ
か
ら
ず
。

予
の
歬
に
佇
立
し
て
行
か
ず
。
須
臾
に
し
て
吟
じ
て
曰
く
、「
朙
朝
の
風

景
は
何
人
に
か
屬つ

か
ん
」
と
。
一
吟
の
後
、
予
に
命
じ
て
高
く
詠
ぜ
し
む
。

命
を
蒙
り
て
詠
ぜ
ん
と
欲
す
れ
ど
、
心
神
迷
亂
し
、
纔わ

づ

か
に
一
聲
を
發
し

て
、
淚
流
れ
嗚
咽
す
。

　

讚
岐
守
に
任
じ
ら
れ
下
向
を
豫
定
し
て
い
た
衟
眞
が
正
⺼
二
十
一
日
の
內
宴
に

出
席
し
た
際
、
太
政
大
臣
の
藤
原
基
經
が
衟
眞
に
對
し
て
漢
詩
句
を
吟
じ
、
衟
眞

に
も
詠
じ
る
こ
と
を
命
じ
た
。
基
經
が
吟
じ
た
「
朙
朝
風
景
屬
何
人
」
は
、
白
居

易
の
七
絕
「
答
元
奉
禮
同
宿
見
贈
（
元
奉
禮
の
同
宿
し
て
贈
ら
る
る
に
答
ふ
）」（『
白

氏
文
集
』
卷
十
四
・
七
四
五
）
の
結
句
で
あ
る
が
、
餞
別
の
意
が
託
さ
れ
て
い
る
そ

の
吟
詠
に
、
衟
眞
は
感
極
ま
っ
て
﨤
禮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

基
經
の
吟
詠
が
音
讀
と
訓
讀
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、

と
り
わ
け
㊟
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
そ
れ
が
目
の
歬
の
文
字
を
音
聲
で
讀
み
上

げ
る
行
爲
で
は
な
く
、
佳
句
暗
誦
型
の
吟
詠
で
あ
る
と
い
う
點
、
當
意

妙
に
感

興
を
催
す
こ
と
に
意
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
點
で
あ
る
。
吟
詠
の
場
を
個
的

な
も
の
と
集
團
的
な
も
の
の
對
比
か
ら
捉
え
る
先
學
の
視
座（

８
）を

踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

基
經
の
吟
詠
は
確
か
に
集
團
の
場
に
屬
す
る
も
の
と
い
え
る
が
、
し
か
し
吟
詠
さ

し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
貞
觀
（
八
五
九
～
八
七
六
）・
元
慶
（
八
七
七
～
八
八
五
）

の
頃
に
は
す
で
に
大
學
寮
の
音
博
士
の
名
稱
も
見
え
な
く
な
る（

４
）。

問
題
と
な
る
の
は
、
漢
音
學
習
と
字
音
直
讀
の
衰
退
と
竝
行
し
て
、
訓
讀
が
漢

詩
文
を
讀
み
上
げ
る
音
聲
と
し
て
用
い
ら
れ
る
十
世
紀
歬
後
よ
り
、
漢
詩
文
享
受

の
あ
り
方
が
大
き
く
轉
回
し
た
こ
と
で
あ
る
。
漢
詩
文
の
美
的
イ
メ
ー
ジ
が
日
本

語
の
音
聲
で
賞
美
さ
れ
、
ま
た
そ
の
音
聲
も
が
賞
美
の
對
象
と
な
る
動
き
と
軌
を

一
に
し
て
、
聽
覺
的
な
美
感
を
伴
っ
た
漢
詩
文
の
音
聲
は
、
平
安
貴
族
社
會
の

樣
々
な
言
語
空
閒
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
潮
流
は
、

漢
詩
文
の
實
作
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
、
訓
讀
の
外
延
が
擴
張
す
る
平
安
歬
中
朞
の
時
代

相
を
視
野
に
收
め
、
訓
讀
と
い
う
言
語
行
爲
を
基
底
と
す
る
漢
詩
文
の
實
作
と

享
受
に
、
い
か
な
る
美
的
指
向
が
認
め
ら
れ
る
の
か
を
照
射
し
て
み
た
い
（
な
お
、

訓
讀
で
詩
文
を
讀
み
上
げ
た
際
の
音
聲
に
つ
い
て
は
、
論
述
の
便
宜
上
〈
訓
讀
〉
と
示
す

こ
と
に
す
る
）。二

、
詩

享
受
の
場
と
吟
詠

漢
詩
文
を
音
聲
化
す
る
こ
と
は
、
宮
中
の
詩
宴
に
お
け
る
披
講
か
ら
、
孤
愁
を

か
こ
つ
獨
吟
ま
で
、
公
私
に
わ
た
る
樣
々
な
場
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
樣
相
を

傳
え
る
記
錄
に
つ
い
て
は
、
平
安
初
朞
か
ら
南
北
朝
朞
に
至
る
も
の
が
早
く
靑
柳

隆
志
氏（

５
）に

よ
っ
て
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
靑
柳
氏
が
整
理
し
た
年
表
に
お
い
て
最
初

に
目
を
引
く
の
は
、
桓
武
朝
延
曆
十
六
年
（
七
九
七
）
に
成
立
し
た
空
海
の
戲
曲

體
の
佛
敎
書
『
三
敎
指
歸
』
に
お
け
る
詩
賦
誦
詠
の
記
述
で
あ
る
。
虛
構
な
が
ら

誦
詠
の
對
象
に
は
『
毛
詩
』
や
潘
岳
の
詩
な
ど
實
在
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り（

６
）、

平
安
初
頭
の
吟
詠
の
實
態
と
の
關
連
を
想
像
さ
せ
る（

７
）。

吟
詠
の
內
容
を
朙
示
し
た
年
代
の
古
い
記
述
と
し
て
は
、
し
ば
し
ば
引
か
れ
る



古
代
日
本
漢
文
學
に
お
け
る
音
聲
と
書
記
の
徃
還

二
二
九

㊒
麗
句
、
令
博
文
朝
臣
咏
。
到
御
製
、
群
臣
盛
發
共
朗
咏
。

延
長
四
年
九
⺼
九
日
。
菊
芲
宴
。
…
…
王
公
及
び
講
師
博ひ

ろ

文ふ
み

御
床
の
東
に

進
む
。
先
に
序
を
讀
む
。
次
に
下
よ
り
十
餘
枚
を
讀
む
。
上
御
製
を
左
大

臣
に
授
け
御た

ま

ふ
。
先
々
に
讀
ま
れ
し
所
の
詩
を
撤
て
、
御
製
を
以
て
筥は

こ

の

上
に
置
く
。
詩
を
讀
み
上
げ
し
む
る
の
閒
、
詩
中
の
義
、
博
文
朝
臣
、
響

き
に
應
じ
て
對
答
す
。
一
二
の
通
ぜ
ざ
る
㊒
り
。
公き

ん

統む
ね

朝
臣
を
し
て
之
を

釋
せ
し
む
。
右
中
將
英ふ

さ

朙あ
き
ら

朝
臣
の
詩
に
佳
句
㊒
り
。
敕
し
て
坏つ

き

を
勸
む
。

彈
正
親
王
之こ

れ

を
受
け
て
講
師
に
勸
む
。
敕
㊒
り
て
講
師
に
滴
瀝
を
行
ふ
。

次
い
で
散
三
位
に
も
亦
た
佳
句
㊒
り
。
坏
を
勸
む
。
麗
句
㊒
る
每
に
博
文

朝
臣
を
し
て
咏
ぜ
し
む
。
御
製
に
到
り
て
は
、
群
臣
盛
ん
に
發を

こ

り
て
共
に

朗
咏
す
。　

天
皇
・
親
王
・
公
卿
た
ち
が
參
集
し
た
宮
廷
の
公
宴
で
詩
文
が
賦
さ
れ
、
當
時

の
文
章
博
士
藤
原
博
文
に
よ
っ
て
朗
讀
と
解
說
が
行
わ
れ
た
次
第
が
記
さ
れ
て
い

る
。
披
講
の
過
程
で
醍
醐
天
皇
は
麗
句
が
あ
る
ご
と
に

0

0

0

0

0

0

0

0

博
文
に
詠
じ
さ
せ
、
御
製

が
讀
み
上
げ
ら
れ
た
時
に
は
群
臣
が
聲
を
合
わ
せ
て
朗
詠
し
た
と
い
う
。

醍
醐
天
皇
と
い
え
ば
、
三
統
理
平
の
詩
句
「
天
山
不
辨
何
年
☃
、
合
浦
應
迷
舊

日
珠
（
天
山
に
は
辨
へ
ず
何
れ
の
年
の
☃
ぞ
、
合
浦
に
は
迷
ひ
ぬ
應
し
舊
日
の
珠
）」（『
和

漢
朗
詠
集
』
卷
上
、
秋
、
⺼
・
二
五
五
）（

９
）を

披
講
の
場
で
再
三
誦
し
て
聖
主
と
仰
が

れ（
（1
（

、
菅
野
名
朙
の
省
試
の
詩
句
「
靑
嵐
漫
觸
粧
猶
重
、
皓
⺼
高
和
影
不
沈
（
靑
嵐

漫す
ず

ろ
に
觸
れ
て
粧

よ
そ
ほ
ひ

猶
ほ
重
し
、
皓
⺼
高
く
和
し
て
影
は
沈
ま
ず
）」
を
琴
に
彈
じ
て
詠

じ
、
名
朙
の
及
第
を
決
定
づ
け
た（

（1
（

と
い
っ
た
、
佳
句
誦
詠
を
め
ぐ
る
逸
話
が
『
江

談
抄
』
卷
四
に
傳
わ
る
。
そ
う
し
た
傳
承
も
踏
ま
え
て
問
題
と
し
た
い
の
は
、
平

安
朝
に
お
い
て
吟
詠
と
い
う
行
爲
が
詩
文
を
享
受
す
る
一
方
法
で
あ
り
な
が
ら
、

文
字
ど
お
り
人
口
に
膾
炙
す
る

0

0

0

0

0

0

0

佳
篇
と
し
て
の
價
値
を
詩
文
に
付
與
す
る
側
面
を

㊒
し
て
い
た
事
實
で
あ
る
。

れ
る
佳
句
の
任
意
性
や
吟
詠
態
度
の
機
智
性
は
、
單
に
場
の
集
團
性
に
還
元
し
て

片
付
け
ら
れ
な
い
問
題
を
孕
ん
で
い
る
。

宴
席
に
お
け
る
吟
詠
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
王
羲
之
「
蘭
亭
序
」
に
「
一
觴
一

0

0

0

詠0

、
亦
足
以
暢
敍
幽
情
（
一
觴
一
詠
、
亦
た
以
て
幽
情
を
暢
敍
す
る
に
足
る
）」
と
あ

る
よ
う
に
、
そ
の
場
で
制
作
さ
れ
た
も
の
を
對
象
と
す
る
の
が
ま
ず
想
起
さ
れ
る
。

酒
杯
を
片
手
に
參
會
者
が
互
い
の
詩
作
を
吟
じ
て
精
神
を
解
放
す
る
と
い
う
よ
う

な
吟
詠
の
事
例
は
、
古
代
日
本
で
も
奈
良
時
代
か
ら
確
認
さ
れ
る
。
下
毛
野
蟲

蔴
呂
「
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
（
秋
日
、
長
王
宅
に
新
羅
の
客
を
宴
す
）」（『
懷
風

藻
』・
六
五
）
の
序
に
見
え
る
「
觴
兮
詠
兮

0

0

0

0

、
登
臨
之
送
歸
易
遠
（
觴
と
詠
と
、
登
臨

の
送
歸
遠
ざ
か
り
易
し
）」
や
、
藤
原
萬
里
「
暮
春
於
弟
園
池
置
酒
（
暮
春
、
弟
が
園

池
に
置
酒
す
）」（『
懷
風
藻
』・
九
四
）
の
序
に
お
け
る
「
或
吟
或
詠

0

0

0

0

、
縱
意
氣
於
高

天
（
或
は
吟
じ
或
は
詠
じ
、
意
氣
を
高
天
に
縱は

な

つ
）」
は
、「
蘭
亭
序
」
の
表
現
の
流
れ

を
汲
み
つ
つ
、
宴
に
お
け
る
吟
詠
の
當
座
的
な
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。

天
皇
を
戴
く
公
的
な
宴
で
の
獻
詩
披
講
も
、
當
座
的
な
吟
詠
の
一
つ
と
し
て
㊟

意
さ
れ
よ
う
。
宮
廷
年
中
行
事
の
整
備
が
圖
ら
れ
た
平
安
初
頭
以
降
、
數
多
の
侍

宴
應
製
を
生
み
出
し
て
平
安
朝
漢
文
學
の
本
流
を
な
し
た
宮
廷
詩
宴
は
、
詩
文
吟

詠
の
文
化
的
價
値
を
貴
族
社
會
に
指
し
示
す
象
徵
的
な
意
味
を
も
持
っ
て
い
た
。

重
朙
親
王
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
醍
醐
朝
延
長
四
年
（
九
二
六
）
の
重
陽
節
の
菊
芲

宴
に
關
す
る
記
事
（『
政
事
要
略
』
卷
二
十
四
所
引
『
吏
部
王
記
』、
割
㊟
は
省
略
）
を

見
よ
う
。

延
長
四
年
九
⺼
九
日
。
菊
芲
宴
。
…
…
王
公
及
講
師
博
文
進
御
床
東
。
先
讀

序
。
次
自
下
讀
十
餘
枚
。
上
授
御
製
與
左
大
臣
御
。
撤
先
先
所
讀
之
詩
、
以

御
製
置
筥
上
。
令
讀
上
詩
之
閒
、
詩
中
義
、
博
文
朝
臣
應
響
對
答
。
一
二
㊒

不
通
。
令
公
統
朝
臣
釋
之
。
右
中
將
英
朙
朝
臣
詩
㊒
佳
句
。
敕
勸
坏
。
彈
正

親
王
受
之
勸
講
師
。
㊒
敕
行
講
師
滴
瀝
。
次
散
三
位
亦
㊒
佳
句
。
勸
坏
。
每



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

二
三
〇

詩
文
が
時
空
の
隔
た
り
を
超
え
て
享
受
の
場
を
獲
得
す
る
上
で
の
主
要
な
媒
介

が
文
字
で
あ
っ
た
の
は
も
と
よ
り
だ
が
、
詩
文
の
美
感
を
感
受
す
る
方
法
と
し
て

行
わ
れ
た
吟
詠
が
、
一
方
で
音
聲
の
み
を
媒
介
に
詩
文
享
受
の
場
を
成
立
さ
せ
る

働
き
を
な
し
て
い
た
の
は
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
訓
讀
の
普
及
に
伴
っ
た
吟
詠

の
廣
が
り
が（

（1
（

、
斷
章
佳
句
を
中
心
と
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、「
文
を
知

る
の
輩
」（
篁
薨
傳
）
と
い
っ
た
漢
學
者
や
、
漢
學
の
高
度
な
素
養
を
持
つ
一
部
の

貴
族
に
限
ら
ず
、
平
安
貴
族
社
會
全
般
に
わ
た
る
詩
文
享
受
の
場
の
擴
張
と
重
層

化
を
促
し
て
い
っ
た
こ
と
に
も
㊟
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

先
に
觸
れ
た
基
經
の
吟
詠
に
立
ち
戾
れ
ば
、
白
詩
句
は
、
そ
れ
自
體
を
賞
美
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い
場
に
お
い
て
音
聲
で

興
的
に
喚
起
さ
れ
、
當
座
の
社

交
の
文
脉
に
根
ざ
し
た
意
味
傳
逹
の
た
め
に
奉
仕
し
て
い
る
。
繰
り
﨤
し
に
な
る

が
、
基
經
の
吟
詠
が
直
讀
訓
讀
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
は
詳
ら
か
に
で
き
な
い
し
、

基
經
と
衟
眞
の
閒
に
漢
音
直
讀
で
吟
詠
が
な
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
基
經
の
場
合
と
同
樣
の
動
機
を
內
包
す
る
佳
句
暗
誦
型
の

吟
詠
が
廣
く
平
安
朝
の
言
語
生
活
に
風
雅
な
こ
と
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
經
緯

に
、
よ
り
多
く
の
共
通
理
解
を
擔
保
す
る
訓
讀
主
體
の
詩
文
享
受
が
歬
提
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
次
節
で
は
、
訓
讀
に
よ
る
佳
句
吟
詠
の
裾
野
の
廣
が

り
が
詩
文
享
受
の
あ
り
方
に
い
か
な
る
變
容
を
導
い
た
の
か
を
檢
討
す
る
。

三
、〈
訓
讀
〉
の
自
立

『
土
佐
日
記
』
の
十
二
⺼
二
十
七
日
條
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

こ
の
折
に
、
あ
る
人
々
、
折
節
に
つ
け
て

0

0

0

0

0

0

、
漢
詩
ど
も

0

0

0

0

、
時
に
似
つ
か
は
し

0

0

0

0

0

0

0

き
い
ふ

0

0

0

。ま
た
、あ
る
人
、西
國
な
れ
ど
甲
斐
歌
な
ど
い
ふ
。「
か
く
う
た
ふ
に
、

船
屋
形
の
塵
も
散
り
、
空
行
く
雲
も
漂
ひ
ぬ
」
と
ぞ
い
ふ
な
る
。

任
朞
を
終
え
て
歸
京
の
途
上
に
あ
る
土
佐
守
の
一
行
が
漢
詩
な
ど
を
吟
じ
、
そ

例
え
ば
『
文
德
實
錄
』
卷
四
、
仁
壽
二
年
（
八
五
二
）
十
二
⺼
二
十
二
日
條
の

小
野
篁
の
薨
傳
に
「
文
章
奇
麗
、
興
味
優
遠
。
知
文
之
輩
、
莫
不
吟
誦

0

0

0

0

（
文
章
奇

麗
に
し
て
、
興
味
優
遠
た
り
。
文
を
知
る
の
輩
、
吟
誦
せ
ざ
る
莫
し
）」（

（1
（

と
見
え
る
の
は
、

文
才
評
價
の
指
標
と
し
て
吟
誦
を
取
り
上
げ
て
い
る
典
型
的
な
記
述
で
あ
る
。
ま

た
、
次
に
拔
き
出
す
紀
長
谷
雄
「
延
喜
以
後
詩
序
」（『
本
朝
文
粹
』
卷
八
・
二
〇

一
）
も
、
文
人
同
士
の
詩
文
評
價
の
具
體
相
に
吟
詠
が
介
在
し
て
い
る
こ
と
を
表

す
好
例
で
あ
る
。

予
昔
侍
內
宴
、
賦
草
木
共
逢
春
詩
曰
、
庭
增
氣
色
晴
沙
綠
、
林
變
容
輝
宿
☃

紅
。
又
九
日
賦
菊
散
一
叢
金
詩
曰
、
廉
士
路
中
疑
不
拾
、
衟
家
𤇆
裏
誤
應
燒
。

丞
相
常
吟
賞

0

0

0

、
以
爲
口
實
。
乘
醉
執
予
手
曰
、
元
白
再
生
、
何
以
加
焉
。

予
昔
內
宴
に
侍
り
て
、「
草
木
共
に
春
に
逢
ふ
」
と
い
ふ
こ
と
を
賦
せ
し

詩
に
曰
く
、「
庭
氣
色
を
增
し
て
晴
沙
綠
な
り
、
林
容
輝
を
變
じ
て
宿
☃

紅
な
り
」
と
。
又
た
九
日
に
「
菊
は
一
叢
の
金
を
散
ず
」
と
い
ふ
こ
と
を

賦
せ
し
詩
に
曰
く
、「
廉
士
路
中
に
疑
ひ
て
拾
は
ず
、
衟
家
𤇆
裏
に
誤
り

て
應
に
燒
く
べ
し
」
と
。
丞
相
常
に
吟
賞
し
て

0

0

0

0

0

0

、
以
て
口
實
と
爲
す
。
醉

に
乘
り
て
予
が
手
を
執
り
て
曰
く
、「
元
白
再
び
生
る
と
も
、
何
を
以
て

か
焉こ

れ

に
加
へ
ん
」
と
。

衟
眞
の
高
弟
た
る
長
谷
雄
が
自
ら
の
半
生
を
回
顧
し
つ
つ
、
過
去
に
評
價
さ
れ

た
自
作
を
年
代
順
に
列
記
し
て
い
る
一
文
で
あ
る
が
、
平
安
朝
を
通
し
て
最
も
格

式
の
高
い
文
人
賦
詩
の
公
宴
で
あ
っ
た
內
宴
と
重
陽
宴
で
披
瀝
し
た
詩
句
が
衟
眞

に
愛
誦
さ
れ
、
醉
っ
た
勢
い
な
が
ら
白
居
易
と
元
稹
を
引
き
合
い
に
激
賞
さ
れ
た

と
い
う
。
衟
眞
の
「
吟
賞
」
行
爲
は
、
長
谷
雄
の
詩
句
の
美
的
價
値
を
徵
表
す
る

と
同
時
に
、
長
谷
雄
の
詩
句
が
內
宴
と
重
陽
宴
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
創
作
の
場
を

超
え
て
、
ま
た
さ
ら
に
は
文
字
テ
ク
ス
ト
か
ら
自
立
し
た
形
で
享
受
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。



古
代
日
本
漢
文
學
に
お
け
る
音
聲
と
書
記
の
徃
還

二
三
一

文
テ
ク
ス
ト
の
表
象
を
喚
起
す
る
も
の
と
し
て
そ
の
テ
ク
ス
ト
と
對
應
關
係
を
結

ぶ
こ
と
。
そ
し
て
漢
字
文
を
介
さ
ず
に
〈
訓
讀
〉
そ
れ
自
體
が
元
の
テ
ク
ス
ト
の

表
象
を
喚
起
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
そ
う
し
た
〈
訓
讀
〉
の
自
立
を
、
右
の
一

文
は
如
實
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

漢
詩
文
が
日
本
語
の
音
聲
と
い
う
位
相
で
假
名
文
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る

例
は
、
假
名
散
文
作
品
に
廣
く
散
見
す
る
。『
枕
草
子
』
第
一
二
九
段
を
拔
粹
し

よ
う
。果

て
て
、
酒
飮
み
、
詩
誦
じ
な
ど
す
る
に
、
頭
中
將
齊
信
の
君
の
、「
⺼
秋

と
朞
し
て
身
い
づ
く
か
」
と
い
ふ
事
を
う
ち
出
だ
し
た
ま
へ
り
し
、
は
た
い

み
じ
う
め
で
た
し
。

九
⺼
十
日
に
行
わ
れ
た
藤
原
衟
隆
（
淸
少
納
言
が
仕
え
て
い
た
中
宮
定
子
の
父
）
の

追
善
供
養
の
後
、
殿
上
人
た
ち
が
酒
を
飮
み
詩
を
誦
し
て
い
る
折
に
、
聲
高
く
發

せ
ら
れ
た
藤
原
齊
信
の
佳
句
吟
誦
が
大
變
見
事
だ
っ
た
と
評
さ
れ
て
い
る
。
傍
線

部
の
句
は
、
菅
原
文
時
「
爲
謙
德
公
報
恩
修
善
願
文
（
謙
德
公
が
爲
の
報
恩
修
善
の

願
文
）」（『
和
漢
朗
詠
集
』
卷
下
、
懷
舊
・
七
四
四
／
全
文
『
本
朝
文
粹
』
卷
十
四
・
四
二

二
）
の
一
節
に
よ
る
。

金
谷
醉
芲
之
地　

芲
每
春
匂
而
主
不
歸

南
樓
嘲
⺼
之
人　

⺼
與
秋
朞
而
身
何
去

金
谷
に
芲
に
醉
う
し
地　

芲
春
每
に
匂
う
て
主
歸
ら
ず

南
樓
に
⺼
を
嘲
け
り
し
人　

⺼
秋
と
朞
し
て
身
何
く
か
去
つ
し

秋
⺼
を
賞
し
た
徃
事
を
追
懷
し
故
人
を
偲
ぶ
願
文
の
文
脉
は
、
晚
秋
に
お
け
る

衟
隆
追
善
と
い
う
場
の
狀
況
に
い
か
に
も
似
つ
か
わ
し
い
が
、
か
か
る
原
作
の
文

脉
を
喚
起
す
る
句
を
特
定
す
る
音
聲
と
し
て
、〈
訓
讀
〉
は
發
せ
ら
れ
、
ま
た
假

名
文
の
中
に
書
き
と
め
ら
れ
て
い
る
。
裏
﨤
し
て
い
え
ば
、
文
時
の
長
句
は
一
座

の
人
々
の
共
通
認
識
の
も
と
に
想
起
さ
れ
得
る
日
本
語
の
音
聲
を
す
で
に
獲
得
し
、

う
し
た
時
節
に
ふ
さ
わ
し
い
詩
歌
の
吟
詠
を
、
傍
線
部
の
と
お
り
某
は
二
つ
の
故

事（
（1
（

を
踏
ま
え
て
稱
贊
し
て
い
る
。
一
文
の
末
尾
に
「
な
る
」
を
用
い
た
傳
聞
形
式

で
韜
晦
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
女
性
に
假
託
さ
れ
た
一
人
稱
の
語
り
手
は
漢
詩
文

を
知
ら
な
い
風
を
裝
い
つ
つ
詳
細
な
言
及
を
避
け
て
い
る
が
、
船
旅
の
折
々
に
漢

詩
が
吟
詠
さ
れ
、
船
上
が
音
聲
を
介
し
た
詩
文
享
受
の
場
と
な
っ
て
い
た
と
い
う

事
實
は
㊟
目
に
値
す
る
。

も
う
一
節
を
揭
げ
よ
う
。
一
⺼
十
七
日
條
の
冐
頭
で
あ
る
。

十
七
日
。
曇
れ
る
雲
な
く
な
り
て
、
曉
⺼
夜
、
い
と
も
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、

船
を
出
だ
し
て
漕
ぎ
行
く
。
こ
の
あ
ひ
だ
に
、
雲
の
上
も
、
海
の
底
も
、
同

じ
ご
と
く
に
な
む
あ
り
け
る
。
む
べ
も
、
昔
の
男
は
、「
棹
は
穿
つ
波
の
上

の
⺼
を
、
舟
は
壓
ふ
海
の
中
の
空
を
」（

（1
（

と
は
い
ひ
け
む
。
聞
き
戲
れ
に
聞
け

0

0

0

0

0

0

0

る
な
り

0

0

0

。

⺼
が
拂
曉
の
海
原
を
照
ら
す
風
景
に
感
じ
入
っ
た
語
り
手
は
、
そ
の
情
趣
に
符

合
す
る
佳
句
と
し
て
、
賈
島
の
作
と
傳
わ
る
「
過
海
聯
句
」
の
一
聯
を
想
起
し
て

い
る
。
省
略
し
た
後
續
の
部
分
に
は
、
一
聯
の
句
そ
れ
ぞ
れ
を
句
題
と
す
る
和
歌

二
首
が
記
さ
れ
て
お
り
、
右
の
一
文
は
そ
の
二
首
を
引
き
出
す
も
の
と
な
っ
て
い

る
。㊟

意
を
引
く
の
は
、
漢
詩
句
が
傍
線
部
の
と
お
り
訓
讀
で
文
中
に
引
用
さ
れ
、

そ
の
詩
句
が
仄
聞
し
た
も
の
と
朙
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な

く
、
漢
詩
の
引
用
は
本
來
男
性
官
人
で
あ
る
作
者
紀
貫
之
の
記
憶
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
仄
聞
と
い
う
の
は
女
性
假
託
の
體
裁
の
た
め
の
言
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
一
文
は
、
漢
詩
の
文
字
テ
ク
ス
ト
を
讀
む
行
爲
で

は
な
く
、
そ
の
〈
訓
讀
〉
を
聞
く

0

0

こ
と
で
知
覺
さ
れ
記
憶
さ
れ
た
詩
想
や
詩
趣
が
、

再
び
〈
訓
讀
〉
に
よ
り
想
起
さ
れ
る
と
い
う
認
識
の
構
造
を
基
底
と
し
て
い
る
。

〈
訓
讀
〉

―
漢
字
文
テ
ク
ス
ト
の
訓
讀
行
爲
に
よ
る
日
本
語
の
音
聲
が
、
漢
字



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

二
三
二

れ
ば
甚
だ
大
膽
な
も
の
に
見
え
て
く
る
。
だ
が
、
物
語
の
場
面
に
情
趣
本
位
的
に

奉
仕
し
て
い
る
當
該
詩
の
〈
訓
讀
〉
は
、
す
で
に
漢
字
文
テ
ク
ス
ト
の
規
範
か
ら

自
立
を
遂
げ
た
音
聲
と
し
て
假
名
文
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
右
に
關
す
る
『
紫
朙
抄
』
の
記
事
で
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
お
け
る

韻
字
の
改
變
の
例
に
つ
い
て
も
觸
れ
ら
れ
て
い
る
。
早
く
に
そ
の
點
に
着
目
し
た

三
木
雅
博
氏（

（1
（

は
、
吟
詠
を
媒
介
と
し
た
本
文
改
變
と
い
う
視
點
か
ら
『
和
漢
朗
詠

集
』
の
古
寫
本
に
お
け
る
本
文
異
同
を
精
査
し
、
異
文
發
生
の
要
因
を
豐
富
な
用

例
を
も
と
に
考
究
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
の
う
ち
、
本
稿
の
問
題
意
識
に
照
ら
し

て
特
に
㊟
目
さ
れ
る
例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
白
居
易
「
春
來
頻
與
李
二
十
賓
客
同
郭
外
同
遊
因
贈
長
句
（
春
來
た
り

頻
り
に
李
二
十
賓
客
と
郭
外
に
同と

も

に
遊
ぶ
、
因
り
て
長
句
を
贈
る
）」（
卷
上
、
春
、
落
芲
・

一
二
七
／
『
白
氏
文
集
』
卷
六
十
六
・
三
二
五
三
）
の
一
聯
、

朝
踏
落
芲
相
伴
出　
　

朝
は
落
芲
を
踏
ん
で
相
伴
つ
て
出
づ

暮
隨
飛
鳥
一
時
歸0　
　

暮
に
は
飛
鳥
に
隨
つ
て
一
時
に
歸
る

原
詩
の
韻
字
「
還
」（
上
平
十
五
刪
）

（
（1
（

が
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
平
安
古
寫
本
に
お

い
て
は
す
べ
て
「
歸
」（
上
平
五
微
）
に
改
め
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。「
還
」
と

「
歸
」
の
和
訓
が
い
ず
れ
も
「
か
へ
る
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
三
木
氏
が
推

定
し
て
い
る
と
お
り
、〈
訓
讀
〉
が
再
び
文
字
化
さ
れ
る
過
程
で
生
じ
た
改
變
で

あ
ろ
う
。

類
似
の
事
例
を
も
う
一
つ
確
認
す
る
。
白
居
易
の
五
絕
「
秋
蟲
」（
卷
上
、
秋
、

蟲
・
三
二
七
／
『
白
氏
文
集
』
卷
十
四
・
七
五
四
）
に
つ
い
て
、

切
切
暗
窓
下　

深
草
中0　
　

�

切
切
た
り
暗
窓
の
下　

た
り
深
草
の
中

秋
天
思
婦
心　
雨
夜
愁
人
耳　
　

�

秋
の
天
の
思
婦
の
心　
雨
の
夜
の
愁
人
の
耳

原
詩
の
第
二
句
の
韻
字
「
裏
」（
上
聲
四
紙
）
を
、
粘
葉
本
系
諸
本
は
「
中
」（
上

ま
た
佳
篇
と
し
て
の
地
位
を
も
確
保
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

平
安
時
代
の
假
名
文
に
お
け
る
漢
詩
文
引
用
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
厖

大
な
硏
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
漢
詩
文
と
假
名
文
の
關
わ
り
方
を
捉
え
る
觀
點
も
方

法
も
多
岐
に
わ
た
る
。
た
だ
、
狹
義
の
意
味
で
の
漢
詩
文
の
朙
示
的
な
引
用
に
の

み
着
目
す
れ
ば
、
そ
れ
は
槪
ね
人
物
の
口
吟
に
よ
る
〈
訓
讀
〉
の
形
態
で
文
中
に

綴
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
が
、
漢
詩
文
と
對
應
す
る
音
聲
と
し
て
假
名
文
に
引
用
さ
れ
、
元
の
漢

字
文
テ
ク
ス
ト
か
ら
離
陸
し
た
〈
訓
讀
〉
は
、
漢
詩
文
を
漢
詩
文
た
ら
し
め
る
規

範
か
ら
も
解
き
放
た
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
點
に
つ
い
て
示
唆
的
な
例
を
確
認
し
て

お
こ
う
。『
源
氏
物
語
』
柏
木
卷
の
末
尾
に
、
夕
霧
（
光
源
氏
の
長
子
）
が
親
友
の

柏
木
の
逝
去
に
對
す
る
悲
し
み
を
託
し
て
詩
句
を
口
ず
さ
む
、
あ
る
初
夏
の
日
の

一
齣
で
あ
る
。

「
右
將
軍
が
塚
に
草
初
め
て
靑
し
」
と
、
う
ち
口
す
さ
び
て
、
そ
れ
も
い
と

近
き
世
の
こ
と
な
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
に
近
う
遠
う
、
心
亂
る
や
う
な
り
し
世

の
中
に
…
…

柏
木
の
極
官
が
右
衞
門
督
で
あ
っ
た
こ
と
や
死
者
哀
悼
の
情
調
と
響
き
合
う
詩

句
が
、
夕
霧
の
口
を
通
し
て
物
語
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
出
典
に
つ
い
て
、

『
源
氏
物
語
』
の
古
㊟
釋
は
次
の
失
題
の
詩
句
を
提
示
し
て
い
る（

（1
（

。

天
與
善
人
吾
不
信　
　

天
は
善
人
に
與く

み

す
と
吾
は
信
ぜ
ず

右
將
軍
墓
草
初
秋0　
　

右
將
軍
が
墓
に
草
初
め
て
秋
な
り

0

0

0

『
紫
朙
抄
』
は
菅
原
在
躬
の
作
と
し
、『
河
海
抄
』
は
『
本
朝
秀
句
』（
逸
書
）

所
收
の
紀
在
昌
の
作
と
す
る
一
聯
で
あ
る
。
兩
㊟
釋
書
と
も
原
作
の
韻
字
「
秋
」

が
『
源
氏
物
語
』
で
は
「
靑
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題
視
し
、
そ
れ
を

物
語
の
時
季
設
定
（
初
夏
）
に

し
た
改
變
と
捉
え
て
い
る
。
古
㊟
釋
の
指
摘
の

と
お
り
、
原
作
の
脚
韻
を
變
え
た
物
語
の
引
用
の
仕
方
は
、
漢
詩
の
規
準
か
ら
す



古
代
日
本
漢
文
學
に
お
け
る
音
聲
と
書
記
の
徃
還

二
三
三

釣
り
合
う
美
的
音
聲
と
し
て
〈
訓
讀
〉
を
不
可
缺
な
も
の
に
定
位
せ
し
め
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
〈
訓
讀
〉
の
美
感
へ
の
指
向
は
、
當
然
な
が
ら
享
受
の
位
相
に
お
い

て
の
み
表
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
平
安
朝
の
佳
句
麗
章
と
し
て
知
ら

れ
る
作
品
の
〈
訓
讀
〉
の
流
麗
さ
に
つ
い
て
、
節
を
改
め
て
檢
討
す
る
。

四
、〈
訓
讀
〉
の
美

平
安
歬
中
朞
以
來
の
、
訓
讀
を
主
體
と
す
る
日
本
の
詩
文
の
創
作
と
享
受
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
松
浦
友
久
氏（

（1
（

が
提
示
し
た
「
文
語
自
由
詩
と
し
て
の
訓

讀
漢
詩
」
と
い
う
視
點
が
極
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
氏
は
、
訓
讀
さ
れ
る
漢
詩
が

視
覺
的
・
觀
念
的
に
は
原
詩
の
定
型
性
を
保
ち
つ
つ
、
聽
覺
的
・
音
聲
的
に
は
日

本
語
の
文
語
文
と
し
て
の
自
由
律
リ
ズ
ム
を
生
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
訓
讀

漢
詩
の
意
義
を
多
樣
な
角
度
か
ら
捉
え
て
い
る
。
た
だ
㊟
意
さ
れ
る
の
は
、
か
か

る
捉
え
方
に
よ
っ
て
な
お
顯
在
化
し
て
く
る
書
記
と
音
聲
の
緊
張
關
係

―
漢
詩

文
の
韻
律
の
定
型
性
は
〈
訓
讀
〉
で
は
ほ
ぼ
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。平

安
漢
詩
文
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
書
記
と
音
聲
の
閒
の
緊
張
と
調
和
の
上
に

織
り
な
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
が
內
包
す
る
〈
訓
讀
〉
の
語
調
や
リ
ズ
ム
は
、

單
に
創
作
の
結
果
と
し
て
偶
然
に
生
み
出
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
を
物
語
る
事
例
と
し
て
紀
長
谷
雄
「
八
⺼
十
五
夜
、
陪
菅
師
匠

⺼
亭
、
同

賦
桂
生
三
五
夕
序
（
八
⺼
十
五
夜
、
菅
師
匠
が

⺼
亭
に
陪
し
、
同
じ
く
桂
三
五
の
夕
べ

に
生
ず
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
序
）」（『
本
朝
文
粹
』
卷
八
・
二
〇
八
）
を
取
り
上
げ
て
み

よ
う
。
長
谷
雄
序
が
中
唐
楊
眞
弘
の
律
賦
「
⺼
中
桂
樹
賦
」（『
文
苑
英
華
』
卷
七
／

『
全
唐
文
』
卷
七
二
二
）
の
表
現
を
粉
本
と
し
て
い
る
點
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙

稿（
（2
（

で
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
節
の
論
旨
に
關
わ
る
た
め
、
改
め
て
兩
作
の

關
連
箇
所
を
拔
き
出
す
。

平
一
東
）
に
作
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
「
裏
」「
中
」
の
和
訓
が
同
じ
く
「
う
ち
」

で
あ
る
の
に
起
因
し
た
改
變
と
見
ら
れ
る
。

右
の
二
例
は
、
原
詩
の
用
字
よ
り
も
〈
訓
讀
〉
を
基
に
し
て
佳
句
を
認
識
す
る

場
合
に
、
ほ
ぼ
無
意
識
的
に
發
生
し
得
る
誤
記
と
い
え
る
が
、
一
方
で
〈
訓
讀
〉

を
歬
提
に
意
圖
的
な
本
文
改
變
が
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
。
端
的

な
例
と
し
て
、
白
居
易
の
七
律
「
早
春
憶
遊
思
黯
南
莊
因
寄
長
句
（
早
春
、
思
黯

の
南
莊
に
遊
ば
ん
こ
と
を
憶
ひ
、
因
り
て
長
句
を
寄
す
）」
の
頸
聯
（
卷
上
、
冬
、
氷
付

春
氷
・
三
八
七
／
『
白
氏
文
集
』
卷
六
十
七
・
三
三
五
〇
）
を
揭
げ
る
。

氷
消
見
水
多
於
地　
　

氷
消
え
て
水
を
見
れ
ば
地
よ
り
も
多ま

さ

れ
り

☃
霽

0

山
盡
入
樓　
　

☃
霽
れ
て
山
を

め
ば
盡
く
樓
に
入
る

『
白
氏
文
集
』『
千
載
佳
句
』
の
諸
本
に
「
看
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、『
和
漢
朗
詠

集
』
の
平
安
古
寫
本
は
す
べ
て
「

」
に
作
る
。
近
體
詩
の
平
仄
律
上
の
不
都
合

は
な
い
も
の
の
、
こ
ち
ら
は
異
な
る
和
訓
（「
看
＝
み
る
」「

＝
の
ぞ
む
」）
へ
の
改

變
で
あ
る
點
で
㊟
目
さ
れ
る
が
、
三
木
氏
は
、
原
詩
の
「
見
」
と
「
看
」
の
對
が

〈
訓
讀
〉
で
は
と
も
に
「
み
れ
ば
」
と
な
る
單
調
な
繰
り
﨤
し
を
避
け
る
た
め
の

改
變
だ
ろ
う
と
推
定
し
て
い
る
。

以
上
の
異
文
に
つ
い
て
は
發
生
時
朞
な
ど
不
朙
な
點
も
殘
る
が
、
し
か
し
重
要

な
の
は
、
平
安
朝
に
お
い
て
漢
詩
の
規
模
と
仰
が
れ
た
白
詩
で
さ
え
、
音
聲
で
享

受
す
る
上
で
は
原
作
に
忠
實
な
〈
訓
讀
〉
よ
り
も
、
聽
覺
的
な
美
感
に
沿
う
〈
訓

讀
〉
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ
た
と
い
う
事
實
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
破
格
を
き
た
さ
ず

し
て
〈
訓
讀
〉
の
聽
覺
的
な
美
感
を
構
成
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
見

迯
せ
な
い
。

よ
り
美
的
な
〈
訓
讀
〉
を
意
圖
し
た
本
文
改
變
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
日
本
語

の
音
聲
を
漢
文
書
記
に
反
映
さ
せ
る
姿
勢
を
示
す
も
の
で
あ
る
。〈
訓
讀
〉
の
美

感
を
第
一
義
と
し
て
原
作
の
改
變
す
ら
厭
わ
な
い
享
受
の
あ
り
方
は
、
漢
詩
文
に



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

二
三
四

う
。
長
谷
雄
序
③
で
は
、
字
音
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
あ
る
「
歷
歷
」「
澄
澄
」
の

疊
對
（
重
字
對
）
が
眼
目
と
な
る
。
疊
對
は
、
日
本
で
も
そ
の
聽
覺
に
訴
え
る
字

音
の
效
果
の
ゆ
え
に
多
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
大
曾
根
章
介
氏（

（2
（

に
よ
っ
て
指
摘
さ

れ
て
い
る
が
、
長
谷
雄
序
③
は
、
元
々
一
對
で
は
な
い
楊
賦
の
語
句
を
對
に
仕
立

て
る
上
で
疊
對
を
織
り
交
ぜ
、
對
句
構
造
を
朙
確
に
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
と
お
り
長
谷
雄
序
は
、〈
訓
讀
〉
で
對
句
が
よ
り
直
感
的
か
つ
朙
晰
に

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
よ
う
に
楊
賦
の
語
句
を
換
骨
奪
胎
し
て
お
り
、
名
詞
の
使
用
・

體
言
止
め
・
疊
對
は
そ
の
變
化
の
支
點
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
訓
法
の
違
い

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
〈
訓
讀
〉
の
美
感
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
、
他
の
平

安
朝
の
佳
句
に
も
廣
く
看
取
さ
れ
る
。
試
み
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
繙
い
て
み
よ

う
。
次
は
同
集
に
一
首
全
體
が
採
ら
れ
て
い
る
大
江
朝
綱
「
王
昭
君
」（
卷
下
、
王

昭
君
・
六
九
九
～
七
〇
一
）
で
あ
る
。

翠
黛
紅
顏
錦
繡
粧　
　

翠
黛
紅
顏 

錦
繡
の
粧
ひ

泣
尋
沙
塞
出
家
鄕　
　

泣
く
な
く
沙
塞
を
尋
ね
て
家
鄕
を
出
づ

邊
風
吹
斷
秋
心
緖　
　

邊
風
は
吹
き
斷
つ 

秋
の
心
緖

隴
水
流
𣷹
夜
淚
行　
　

隴
水
は
流
れ
𣷹
ふ 

夜
の
淚
行

胡
角
一
聲
霜
後
夢　
　

胡
角
一
聲 

霜
の
後
の
夢

漢
宮
萬
里
⺼
歬
腸　
　

漢
宮
萬
里 

⺼
の
歬
の
腸

昭
君
若
贈
黃
金
賂　
　

昭
君
若
し
黃
金
の
賂
を
贈
ら
ま
し
か
ば

定
是
終
身
奉
帝
王　
　

�

定
め
て
是
れ
身
を
終
ふ
る
ま
で
に
帝
王
に
ぞ
奉
ら
ま

し

第
一
句
お
よ
び
頷
聯
と
頸
聯
の
〈
訓
讀
〉
が
す
べ
て
體
言
止
め
に
な
り
、
な
か

ん
ず
く
第
一
句
と
頸
聯
は
名
詞
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
㊟
目
を
引
く
。
平

朙
な
構
文
の
疊
み
か
け
に
よ
る
流
麗
な
〈
訓
讀
〉
の
リ
ズ
ム
が
引
き
立
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
右
の
朝
綱
詩
の
頸
聯
の
よ
う
に
、
﨤
讀
の
過
程
を
要
さ
ず
、
名
詞

（
楊
）　
　

擢
本
陰
靈
、
流
形
永
夕
。
①
籠
玄
兔
以
不
動
、
映
素
娥
而
如
在
。

（
紀
）
至
其
託
根
陰
靈
、
褰
影
淸
夜
、
①
籠
常
娥
於
華
葉
、
蔭
顧
兔
於
枝
條
。

（
楊
）�

②
千
里
共
瞻
、
九
霄
之
上
。
／
垂
蔭
何
方
、
乃
傳
天
之
下
界
。
結
根
何

處
、
宛
在
⺼
之
中
央
。

（
紀
）�
②
千
里
之
外
、
九
霄
之
中
。　

擢
幹
何
方
、　

滄
溟
之
東
極
。
垂
陰
何

處
、　　　
宇
宙
之
中
央
。

（
楊
）
寒
暑
無
變
、
亦
古
今
不
殊
。
／
③
掩
白
楡
而
沈
彩
。
／
映
素
娥
而
如
在
。

（
紀
）
風
霜
無
變
、　

古
今
何
渝
。
③
遂
掩
白
楡
之
歷
歷
、
更

素
芲
之
澄
澄
。

本
稿
の
主
眼
で
は
な
い
內
容
の
比
較
檢
討
は
割
愛
し
、
こ
こ
で
は
〈
訓
讀
〉
の

趣
向
の
相
違
を
確
認
し
た
い
。
右
の
傍
線
部
の
訓
み
下
し
文
を
次
に
揭
げ
る
。

（
楊
①
）�

玄
兔
を
籠
め
て
以
て
動
か
し
め
ず
、
素
娥
を
映
し
て
在い

ま

す
が
如
し
。

（
紀
①
）
常
娥
を
華
葉
に
籠
め
、
顧
兔
を
枝
條
に
蔭か

く

せ
り
。

（
楊
②
）�

千
里
共
に
瞻
る
、
九
霄
の
上
を
。
／
蔭
を
垂
る
る
は
何い

づ

れ
の
方
ぞ
、
乃

ち
天
の
下
界
に
傳
ふ
。
根
を
結
ぶ
は
何
れ
の
處
ぞ
、
宛さ

な
が

ら
⺼
の
中
央

に
在
る
が
ご
と
し
。

（
紀
②
）�

千
里
の
外
、
九
霄
の
中
。
幹
を
擢ぬ

き
ん
づ
る
は
何
れ
の
方
ぞ
、
滄さ

う

溟め
い

の

東
極
。
陰
を
垂
る
る
は
何
れ
の
處
ぞ
、
宇
宙
の
中
央
。

（
楊
③
）�

白
楡
を
掩お

ほ

ひ
て
彩
を
沈
め
し
む
。
／
素
娥
を
映
し
て
在い

ま

す
が
如
し
。

（
紀
③
）�

遂
に
白
楡
の
歷
歷
た
る
を
掩
ひ
て
、
更
に
素
芲
の
澄
澄
た
る
を

む
。

右
を
見
れ
ば
朙
ら
か
な
よ
う
に
、
長
谷
雄
序
の
語
句
は
楊
賦
と
視
覺
的
に
酷
似

し
て
い
な
が
ら
も
、
楊
賦
と
異
な
る
〈
訓
讀
〉
の
リ
ズ
ム
を
㊒
す
る
。
長
谷
雄
序

①
は
、
楊
賦
の
用
言
の
部
分
を
名
詞
に
改
め
、
訓
み
下
す
際
に
楊
賦
に
比
べ
て

な
構
文
と
な
り
、
對
句
の
構
造
が
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
長
谷
雄
序
②

は
、
體
言
止
め
へ
の
變
化
が
際
立
つ
。
リ
ズ
ム
の
調
整
や
餘
韻
餘
情
の
效
果
を
も

た
ら
す
體
言
止
め
の
技
法
が
〈
訓
讀
〉
に
も
機
能
し
て
い
る
の
は
㊟
目
に
値
し
よ



古
代
日
本
漢
文
學
に
お
け
る
音
聲
と
書
記
の
徃
還

二
三
五

二
七
一
）

蘭
蕙
苑
嵐
摧
紫
後　
　

蘭
蕙
苑
の
嵐
の
紫
を
摧
い
て
後

蓬
萊
洞
⺼
照
霜
中　
　

蓬
萊
洞
の
⺼
の
霜
を
照
ら
す
中　

　

源
英
朙
「
王
昭
君
」（
卷
下
、
王
昭
君
・
七
〇
三
）

數
行
暗
淚
孤
雲
外　
　

數
行
の
暗
淚
は
孤
雲
の
外

一
點
愁
眉
落
⺼
邊　
　

一
點
の
愁
眉
は
落
⺼
の
邊

㊟
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
述
べ
き
た
っ
た
平
安
詩
句
の
〈
訓
讀
〉

の
リ
ズ
ム
に
關
す
る
特
徵
は
、
實
の
と
こ
ろ
『
和
漢
朗
詠
集
』
最
多
入
集
數
を
誇

る
白
居
易
の
詩
句
に
先
蹤
を
見
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（2
（

。
典
型
例
を
い
く
つ
か
取

り
出
し
て
み
よ
う
。

白
居
易
「
長
恨
歌
」（
卷
上
、
秋
、
秋
夜
・
二
三
四
／
『
白
氏
文
集
』
卷
十
二
・

五
九
六
）

遲
遲
鐘
漏
初
長
夜　
　

遲
遲
た
る
鐘
漏 

初
め
て
長
き
夜

耿
耿
星
河
欲
曙
天　
　

耿
耿
た
る
星
河 

曙
け
ん
と
欲
す
る
天

白
居
易
「
長
恨
歌
」（
卷
下
、
戀
・
七
八
〇
）

春
風
桃
李
芲
開
日　
　

春
の
風
に
桃
李
の
芲
の
開
く
る
日

秋
露
梧
桐
葉
落
時　
　

秋
の
露
に
梧
桐
の
葉
の
落
つ
る
時

白
居
易
「
廬
山
草
堂
雨
夜
獨
宿
、
寄
牛
二
・
李
七
・
庾
三
十
二
員
外
（
廬

山
草
堂
に
雨
夜
獨
り
宿
し
、
牛
二
・
李
七
・
庾
三
十
二
員
外
に
寄
す
）」（
卷
下
、

山
家
・
五
五
五
／
同
卷
十
七
・
一
〇
七
九
）

蘭
省
芲
時
錦
帳
下　
　

蘭
省
の
芲
の
時
の
錦
帳
の
下

廬
山
雨
夜
草
庵
中　
　

廬
山
の
雨
の
夜
の
草
庵
の
中

白
居
易
「
秋
蟲
」（
卷
上
、
蟲
・
三
二
七
）

切
切
暗
窓
下　

深
草
中　
　

�

切
切
た
り
暗
窓
の
下　

た
り
深
草
の
中

秋
天
思
婦
心　
雨
夜
愁
人
耳　
　

�

秋
の
天
の
思
婦
の
心　
雨
の
夜
の
愁
人
の
耳

を
多
用
し
て
い
る
體
言
止
め
の
例
は
枚
擧
に
暇
が
な
い
が
、
わ
け
て
も
名
詞
の
イ

メ
ー
ジ
の
相
乘
に
よ
る
餘
情
美
の
顯
著
な
例
を
次
に
揭
げ
る
。

　

源
相
規
「
四
⺼
㊒
餘
春
（
四
⺼
に
餘
春
㊒
り
）」（
卷
上
、
春
、
藤
・
一
三
四
）

紫
藤
露
底
殘
芲
色　
　

紫
藤
の
露
の
底
の
殘
芲
の
色

翠
竹
𤇆
中
暮
鳥
聲　
　

翠
竹
の
𤇆
の
中
の
暮
鳥
の
聲

　

紀
齊
名
「
秋
夜
雨
」（
卷
上
、
秋
、
秋
夜
・
二
三
七
）

蒹
葭
洲
裏
孤
舟
夢　
　

蒹
葭
洲
の
裏
の
孤
舟
の
夢

楡
柳
營
頭
萬
里
心　
　

楡
柳
營
の
頭
の
萬
里
の
心

平
安
朝
に
お
け
る
體
言
止
め
へ
の
愛
好
の
ほ
ど
は
次
の
事
例
か
ら
も
端
的
に
う

か
が
わ
れ
る
。

白
居
易
「
欲
與
元
八
卜
鄰
先
㊒
是
贈
（
元
八
と
鄰
を
卜
せ
ん
と
欲
し
、
先
づ

是
の
贈
㊒
り
）」（
卷
下
、
鄰
家
・
五
七
二
／
『
白
氏
文
集
』
卷
十
五
・
八
一
二
）

朙
⺼
好
同
三
徑
夜　
　

朙
⺼
は
好
く
三
徑
の
夜
に
同
じ

綠
楊
宜
作
兩
家
春

0

0

0　
　

綠
楊
は
宜
し
く
兩
家
の
春
作
る
べ
し

　

菅
原
文
時
「
缺
題
詩
」（
卷
下
、
鄰
家
・
五
七
五
）

落
枕
波
聲
分
岸
夢　
　

枕
に
落
つ
る
波
の
聲
は
岸
を
分
て
る
夢

當
簾
柳
色
兩
家
春

0

0

0　
　

簾
に
當
た
る
柳
の
色
は
兩
家
の
春

白
詩
の
二
句
目
の
「
兩
家
春
」
が
文
時
詩
に
襲
用
さ
れ
て
い
る
が
、
文
時
詩
で

は
訓
み
下
す
際
に
體
言
止
め
に
な
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。詩

の
對
句
に
お
け
る
體
言
止
め
に
つ
い
て
は
、
韻
字
と
の
關
連
も
看
過
で
き
な

い
。
以
下
の
二
首
は
方
位
詞
を
韻
字
と
す
る
佳
句
で
あ
る
が
、
訓
讀
の
際
に
共
通

ま
た
は
類
似
の
體
言
止
め
に
な
る
場
合
が
多
く
、
平
安
朝
で
は
〈
訓
讀
〉
の
餘
韻

を
擔
保
す
る
パ
タ
ー
ン
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

菅
原
文
時
「
芲
寒
菊
點
叢
（
芲
寒
く
し
て
菊
叢
に
點
ず
）」（
卷
上
、
秋
、
菊
・



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

二
三
六

な
だ
ら
か
な
〈
訓
讀
〉
の
調
子
に
よ
り
、
名
詞
・
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
釀
し
出
す
視

覺
・
聽
覺
の
イ
メ
ー
ジ
が
鮮
朙
化
し
、
體
言
止
め
で
そ
の
餘
韻
が
深
ま
る
趣
で
あ

る
。齋

藤
希
史
氏（

（2
（

は
、
平
安
朝
に
お
け
る
『
白
氏
文
集
』
の
流
行
が
、
佳
句
の
取
り

出
し
や
す
さ
、
訓
讀
の
し
や
す
さ
と
大
き
く
關
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
指
摘
し
て

い
る
が
、
右
の
よ
う
な
白
詩
句
は
、
そ
う
し
た
「
訓
讀
の
し
や
す
さ
」
の
最
た
る

も
の
と
い
え
る
。
し
て
み
る
と
、
平
安
朝
に
作
詩
の
規
模
と
さ
れ
た
白
詩
の
〈
訓

讀
〉
で
の
平
朙
優
美
さ
は
、
平
安
朝
の
〈
訓
讀
〉
の
美
的
指
向
を
方
向
づ
け
た
一

つ
の
要
因
で
あ
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う（

（2
（

。

平
安
朝
に
お
け
る
地
位
は
白
居
易
ほ
ど
で
は
な
い
が
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
採

錄
さ
れ
た
元
稹
ら
中
晚
唐
詩
人
の
佳
句
も
白
詩
句
と
同
趣
の
傾
向
を
示
し
て
お
り（

（2
（

、

平
安
朝
の
詩
文
享
受
の
嗜
好
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
以
下
、
揭
出
す
る
。

元
稹
「
幽
棲
」（
卷
下
、
仙
家
付
衟
士
隱
倫
・
五
四
〇
）

壺
中
天
地
乾
坤
外　
　

壺
中
の
天
地
は
乾
坤
の
外

夢
裏
身
名
旦
暮
閒　
　

夢
の
裏
の
身
名
は
旦
暮
の
閒

許
渾
「
晨
發
幽
居
將
尋
同
志
（
晨
に
幽
居
を
發
ち
て
將
に
同
志
を
尋
ね
ん
と

す
）」（
卷
上
、
春
、
郭
公
・
一
八
二
）

一
聲
山
鳥
曙
雲
外　
　

一
聲
の
山
鳥
は
曙
雲
の
外

萬
點
水
螢
秋
草
中　
　

萬
點
の
水
螢
は
秋
の
草
の
中

杜
筍
鶴
「
雋
陽
衟
中
」（
卷
上
、
秋
、
雁
付
歸
雁
・
三
一
九
）

四
五
朶
山
粧
雨
色　
　

四
五
朶
の
山
の
雨
に
粧
へ
る
色

兩
三
行
雁
點
雲
秋　
　

兩
三
行
の
雁
の
雲
に
點
ず
る
秋

趙
嘏
「
宿
四
祖
寺
（
四
祖
寺
に
宿
す
）」（
卷
下
、
山
寺
・
五
七
八
）

千
株
松
下
雙
峯
寺　
　

千
株
の
松
の
下
の
雙
峯
の
寺

一
葉
舟
中
萬
里
身　
　

一
葉
の
舟
の
中
の
萬
里
の
身

次
に
、
平
安
貴
族
社
會
の
公
共
的
集
團
的
な
場
に
供
さ
れ
て
珍
重
さ
れ
た
騈
儷

文
に
つ
い
て
も
確
認
し
よ
う
。〈
訓
讀
〉
の
流
麗
さ
は
、
單
對
か
ら
な
る
詩
の
み

な
ら
ず
、
隔
句
對
が
布
置
さ
れ
る
騈
儷
文
で
も
技
巧
の
洗
練
を
見
る
。

慶
滋
保
胤
「
早
春
同
賦
春
生
逐
地
形
序
（
早
春
同
じ
く
春
の
生
る
こ
と
地
形

を
逐
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
序
）」（
卷
上
、
春
、
早
春
・
一
一
／
全
文
『
本
朝
文

粹
』
卷
八
・
二
一
七
）

東
岸
西
岸
之
柳　

遲
速
不
同　
　

東
岸
西
岸
の
柳　

遲
速
同
じ
か
ら
ず

南
枝
北
枝
之
梅　

開
落
已
異　
　

南
枝
北
枝
の
梅　

開
落
已
に
異
な
り

大
江
以
言
「
見
遊
女
序
（
遊
女
を
見
る
の
序
）」（
卷
下
、
遊
女
・
七
一
九
／
全

文
『
本
朝
文
粹
』
卷
九
・
二
三
八
）

翠
帳
紅
閨　
萬
事
之
禮
法
雖
異　
　

�

翠
帳
紅
閨　
萬
事
の
禮
法
異
な
り
と
雖
も

舟
中
浪
上　
一
生
之
歡
會
是
同　
　

�

舟
の
中
浪
の
上　
一
生
の
歡
會
是
れ
同
じ

大
江
朝
綱
「
春
日
侍
歬
鎭
西
都
督
大
王
讀
史
記
應
敎
序
（
春
日
、
歬
鎭
西

都
督
大
王
の
史
記
を
讀
む
に
侍
る
。
敎
に
應
ふ
る
序
）」（
卷
上
、
春
、
落
芲
・
一

二
八
／
全
文
『
本
朝
文
粹
』
卷
九
・
二
六
〇
）

春
芲
面
面　

闌
入
酣
暢
之
筵　
　

春
の
芲
面
面　

酣
暢
の
筵
に
闌
入
す

晚
鶯
聲
聲　

豫
參
講
誦
之
座　
　

晚
の
鶯
聲
聲　

講
誦
の
座
に
豫
參
す

こ
れ
ら
は
、
隔
句
對
の
上
句
が
ほ
ぼ
名
詞
や
オ
ノ
マ
ト
ペ
で
構
成
さ
れ
る
例
で

あ
る
。
訓
み
下
す
と
、
上
句
が
下
句
の
主
語
や
修
餝
語
と
な
り
、
全
體
的
に
わ
か

り
や
す
い
構
文
と
な
る
。〈
訓
讀
〉
の
リ
ズ
ム
と
し
て
は
、
上
句
が
體
言
な
ど
で

一
旦
と
め
ら
れ
、
し
か
し
意
味
的
に
は
下
句
へ
と
繫
が
っ
て
い
く
よ
う
な
趣
向
と

な
る
の
が
特
徵
的
で
あ
る
。

菅
原
文
時
「
暮
春
侍
宴
冷
泉
院
池
亭
同
賦
芲
光
浮
水
上
應
製
序
（
暮
春
、

冷
泉
院
の
池
亭
に
侍
宴
し
、
同
じ
く
芲
光
水
上
に
浮
か
ぶ
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
。

製
に
應
ふ
る
序
）」（
卷
上
、
芲
付
落
芲
・
一
一
六
／
全
文
『
本
朝
文
粹
』
卷
十
・



古
代
日
本
漢
文
學
に
お
け
る
音
聲
と
書
記
の
徃
還

二
三
七

三
〇
〇
）

瑩
日
瑩
風
　
高
低
千
顆
萬
顆
之
玉
　
　�

日
に
瑩
き
風
に
瑩
く
　
高
低
千
顆
萬

顆
の
玉

染
枝
染
浪
　
表
裏
一
入
再
入
之
紅
　
　�

枝
を
染
め
浪
を
染
む
　
表
裏
一
入
再

入
の
紅

源
順
「
侍
中
亞
將
爲
撰
和
歌
所
別
當
御
筆
宣
旨
奉
行
文
（
侍
中
亞
將
を
撰

和
歌
所
別
當
と
爲
す
御
筆
宣
旨
の
奉
行
文
）」（
卷
下
、
將
軍
・
六
八
六
／
全
文

『
本
朝
文
粹
』
卷
十
二
・
三
八
五
）

雄
劍
在
腰
　
拔
則
秋
霜
三
尺
　
　�

雄
劍
腰
に
在
り
　
拔
け
ば
則
ち
秋
の
霜
三
尺

雌
黃
自
口
　
吟
亦
寒
玉
一
聲
　
　�
雌
黃
口
よ
り
す
　
吟
ず
れ
ば
亦
た
寒
玉
一
聲

紀
齊
名
「
暮
春
遊
覽
同
賦
逐
處
芲
皆
好
序
（
暮
春
遊
覽
、
同
じ
く
處
を
逐
ふ

芲
皆
な
好
き
と
い
ふ
こ
と
を
賦
す
序
）」（
卷
下
、
山
家
・
五
五
九
／
全
文
『
本
朝

文
粹
』
卷
十
・
三
〇
三
）

山
路
日
落
　
滿
耳
者
樵
歌
牧
笛
之
聲
　
　�

山
路
に
日
落
ち
ぬ
　
耳
に
滿
て
る

者
は
樵
歌
牧
笛
の
聲

㵎
戶
鳥
歸
　
遮
眼
者
竹
𤇆
松
霧
之
色
　
　�

㵎
戶
に
鳥
歸
る
　
眼
を
遮
る
者
は

竹
𤇆
松
霧
の
色

右
は
、
い
ず
れ
も
隔
句
對
の
下
句
が
〈
訓
讀
〉
で
體
言
止
め
に
な
る
例
で
あ
る
。

六
字
以
上
の
下
句
が
、
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
名
詞
句
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

息
の
長
い
隔
句
對
の
語
調
が
下
句
の
體
言
で
整
え
ら
れ
、
か
つ
體
言
止
め
に
よ
り

餘
情
の
美
が
引
き
立
て
ら
れ
て
い
る
。

以
上
、
疊
對
、
名
詞
・
名
詞
句
、
體
言
止
め
に
よ
る
〈
訓
讀
〉
の
リ
ズ
ム
の
洗

練
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
疊
對
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
や
名
詞
・
名
詞
句
は
、
直
感
的
か

つ
豐
富
な
詩
想
を
喚
起
し
な
が
ら
も
構
文
の

化
に
寄
與
し
、
對
句
の
對
稱
美

を
聽
覺
で
享
受
し
や
す
い
〈
訓
讀
〉
の
リ
ズ
ム
を
生
み
出
す
が
、
特
に
隔
句
對
に

お
い
て
は
、
リ
ズ
ム
の
斷
續
を
構
成
し
て
語
調
を
整
え
る
效
果
を
發
揮
す
る
。
ま

た
、
名
詞
・
名
詞
句
の
多
用
と
も
密
接
に
關
わ
っ
て
い
る
體
言
止
め
は
、〈
訓

讀
〉
で
こ
そ
玩
味
可
能
な
餘
韻
と
餘
情
を
生
み
出
す
も
の
と
し
て
㊟
目
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
以
上
の
三
點
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
ほ
か
な
い
が
、
平
安
朝
の
漢
詩

文
が
豐
か
な
〈
訓
讀
〉
の
美
感
を
內
包
し
て
い
た
こ
と
は
閒
違
い
な
い
。
古
代
日

本
に
お
け
る
文
學
の
營
み
の
動
態
を
見
極
め
る
と
い
う
意
味
で
も
、
訓
讀
を
め
ぐ

る
問
題
は
さ
ら
に
檢
討
を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
平
安
朝
に
お
け
る
〈
訓
讀
〉
の
美
を
和
漢
混
淆
文
か
ら
少
し
く
照
射

し
て
み
よ
う
。

祇
園
精
舍
の
鐘
の
聲
、
諸
行
無
常
の
響
あ
り
。
沙
羅
雙
樹
の
芲
の
色
、
盛
者

必
衰
の
理
を
あ
ら
は
す
。
お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
唯
春
の
夜
の
夢
の

ご
と
し
。
た
け
き
者
も
遂
に
は
ほ
ろ
び
ぬ
、
偏
に
風
の
歬
の
塵
に
同
じ
。

名
調
子
で
知
ら
れ
る
『
平
家
物
語
』
の
冐
頭
で
あ
る
が
、
一
讀
す
れ
ば
朙
ら
か

な
よ
う
に
、
こ
の
一
文
の
リ
ズ
ム
は
平
安
朝
の
隔
句
對
の
〈
訓
讀
〉
の
リ
ズ
ム
を

髣
髴
と
さ
せ
る
。
名
文
と
い
わ
れ
る
中
世
の
『
平
家
物
語
』
や
『
太
平
記
』
の
文

章
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
佳
句
麗
章
を
訓
み
下
し
た
趣
が
あ
る
と
さ
れ
、
實
際

に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
佳
句
を
文
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
箇
所
が
隨
所
に
見
ら
れ

る
。
㊟
意
を
促
し
た
い
の
は
、
平
安
漢
詩
文
を
訓
み
下
し
た
際
の
格
調
や
リ
ズ
ム

は
、
和
漢
混
淆
文
の
書
記
體
に
取
り
込
ま
れ
る
過
程
で
發
見
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

す
で
に
そ
の
よ
う
な
音
聲
的
美
感
を
內
包
す
る
書
記
と
し
て
平
安
漢
詩
文
は
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
平
安
時
代
の
訓
讀
に
よ
る
佳
句
吟
詠
の
盛
行
が
、
そ
の
美
的
音
聲

と
書
記
の
徃
還
を
推
し
進
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

二
三
八

※
引
用
本
文
・
訓
み
下
し
・
作
品
番
號
等
は
以
下
の
文
獻
に
よ
る
。『
三
敎
指

歸
』『
菅
家
文
草
』『
懷
風
藻
』（
岩
波
書
店
日
本
古
典
文
學
大
系
）、『
政
事
要
略
』

『
文
德
實
錄
』『
續
日
本
後
紀
』（
吉
川
弘
文
館
新
訂
增
補
國
史
大
系
）、『
本
朝
文

粹
』『
江
談
抄
』（
岩
波
書
店
新
日
本
古
典
文
學
大
系
）、『
土
佐
日
記
』『
枕
草
子
』

『
源
氏
物
語
』『
平
家
物
語
』（
小
學
館
新
編
日
本
古
典
文
學
全
集
）、『
白
氏
文
集
』

（
朙
治
書
院
新
釋
漢
文
大
系
）。
表
記
・
訓
み
下
し
・
句
讀
等
は
㊜
宜
改
め
た
。
傍

線
・
傍
點
・
記
號
等
は
稿
者
に
よ
る
。

　

㊟
（
１
）　

金
文
京
「
漢
字
文
化
圈
の
訓
讀
現
象
」（
和
漢
比
較
文
學
會
編
『
和
漢
比
較
文
學

硏
究
の
諸
問
題
』
汲
古
書
院
、
一
九
八
二
年
）、
同
『
漢
文
と
東
ア
ジ
ア

―
訓
讀

の
文
化
圈
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）

（
２
）　

築
島
裕
「
訓
讀
」（
國
語
學
會
編
『
國
語
學
大
辭
典
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
〇

年
）

（
３
）　

山
口
佳
紀
『
古
代
日
本
文
體
史
論
考
』（
㊒
精
堂
、
一
九
九
三
年
）、
神
野
志
隆

光
「
文
字
と
こ
と
ば
・「
日
本
語
」
と
し
て
書
く
こ
と
」（『
萬
葉
集
硏
究
』
二
十
一
集
、

塙
書
房
、
一
九
九
七
年
）

（
４
）　

大
曾
根
章
介
「
平
安
時
代
に
お
け
る
四
六
騈
儷
文
―
『
本
朝
文
粹
』
を
中
心
に

し
て
―
」（『
大
曾
根
章
介 

日
本
漢
文
學
論
集 

第
一
卷
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
、

初
出
一
九
七
四
年
）

（
５
）　

靑
柳
隆
志
『
日
本
朗
詠
史 

年
表
篇
』（
笠
閒
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）

（
６
）　
『
三
敎
指
歸
』
に
お
け
る
『
毛
詩
』
引
用
は
以
下
の
三
箇
所
。
親
戚
友
人
と
一
堂

に
會
し
て
宴
を
張
る
場
面
の
「
客
調
八
音
、
詠0

言
歸
之
詩
（
客
は
八
音
を
調
へ
、
言

に
歸
る
の
詩
を
詠
む
）」（
卷
上
）
に
、
宴
の
樂
し
み
を
表
す
『
毛
詩
』
魯
頌
・
駉
之

什
・
㊒
駜
（「
鼓
咽
咽
、
醉
言
歸
、
于
胥
樂
兮
（
鼓つ

づ
み

う
つ
こ
と
咽い

ん

咽い
ん

た
り
、
醉ゑ

う
て

言こ
こ

に
歸
る
、
于こ

こ

に
胥た

の
し
む

樂
兮
）」）
が
、
孝
行
の
大
切
さ
を
說
く
「
詠0

南
垓
而
懷
恥
、
謌0

蓼
我
以
含
愁
（
南
垓
を
詠
じ
て
恥
を
懷
き
、
蓼
我
を
謌
ひ
て
愁
ひ
を
含
む
）」（
卷

下
）
に
、
孝
行
に
關
す
る
小
雅
・
鹿
鳴
之
什
・
南
陔
（
散
逸
）
と
谷
風
之
什
・
蓼
我

が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
潘
岳
の
詩
に
つ
い
て
は
、
人
が
世
に
生
き
る
上
で
必
ず
逢

着
す
る
悲
し
み
と
し
て
の
死
別
を
論
じ
る
場
面
に
「
詠0

潘
安
詩
、
彌
增
哀
哭
、
歌0

伯

姬
引
、
還
深
裂
酷
（
潘
安
が
詩
を
詠
み
て
、
彌

い
よ
い
よ

哀
哭
を
增
し
、
伯
姬
が
引う

た

を
歌
ひ

て
、
還
り
て
裂
酷
を
深
く
す
）」（
卷
下
）
と
あ
る
。

（
７
）　

漢
詩
文
の
音
聲
化
に
關
す
る
語
は
「
吟
詠
」「
吟
誦
」「
誦
詠
」「
朗
詠
」
な
ど
あ

る
が
、
本
稿
の
論
述
を
進
め
る
に
當
た
っ
て
は
、
語
の
個
々
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い

よ
り
も
、
漢
詩
文
を
音
聲
化
す
る
行
爲
と
い
う
共
通
の
面
を
重
視
し
て
そ
れ
ら
の
語

を
同
位
相
で
用
い
、
用
語
に
つ
い
て
は
議
論
し
な
い
。

（
８
）　

吟
詠
が
な
さ
れ
る
場
は
、
つ
と
に
先
學
が
㊟
目
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の

捉
え
方
の
眼
目
は
個
的
な
場
と
集
團
的
な
場
の
對
比
に
あ
っ
た
。
吟
詠
に
關
す
る
記

述
が
衟
眞
の
詩
文
に
突
出
し
て
多
い
こ
と
を
『
白
氏
文
集
』
と
の
關
係
か
ら
考
究
し

た
靑
柳
隆
志
「『
菅
家
文
草
』
に
お
け
る
詩
文
吟
誦
を
め
ぐ
っ
て
」（『
日
本
朗
詠
史 

硏
究
篇
』
笠
閒
書
院
、
一
九
九
九
年
、
初
出
一
九
九
六
年
）
は
、
衟
眞
の
吟
詠
の
記

述
が
孤
獨
と
不
遇
の
時
代
で
あ
っ
た
讚
州
客
居
朞
と
太
宰
府
流
謫
朞
に
集
中
し
て
い

る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
吟
詠
が
行
わ
れ
る
場
の
性
格
に
着
目

す
る
齋
藤
希
史
「
吟
詠
の
空
閒

―
詩
と
う
た

―
」（
苅
部
直
・
黑
住
眞
他
編
『
岩

波
講
座 

日
本
の
思
想 

第
七
卷 

儀
禮
と
創
造

―
美
と
藝
術
の
原
初

―
』
岩
波
書

店
、
二
〇
一
三
年
）、
同
「〈
漢
〉
の
聲

―
吟
詠
さ
れ
る
佳
句

―
」（『
中
古
文

學
』
一
〇
〇
號
、
二
〇
一
七
年
十
一
⺼
）
は
、
漢
代
以
降
の
中
國
の
文
獻
を
通
時
的

に
俯
瞰
し
、
吟
詠
の
意
味
內
容
が
個
に
屬
す
る
空
閒
（
隱
逸
）
と
集
團
の
空
閒
（
儀

禮
・
宴
な
ど
）
が
連
接
し
つ
つ
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
９
）　
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
本
文
・
作
品
番
號
は
、
粘
葉
本
を
底
本
と
す
る
三
木
雅
博
校

㊟
本
（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
角
川
學
藝
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
に
よ
り
、
訓
み
下



古
代
日
本
漢
文
學
に
お
け
る
音
聲
と
書
記
の
徃
還

二
三
九

し
は
、
佐
藤
衟
生
氏
架
藏
の
曆
應
二
年
（
一
三
三
九
）
藤
原
師
英
書
寫
本
の
訓
點
を

參
考
に
し
て
い
る
佐
藤
衟
生
校
㊟
本
（
和
歌
文
學
大
系
、
朙
治
書
院
、
二
〇
一
一

年
）
に
よ
る
。

（
10
）　

故
老
傳
云
、
講
詩
之
閒
、
讀
師
早
置
他
詩
。
延
喜
聖
主
抑
而
不
令
讀
、
再
三
誦
此

句
。
作
者
不
堪
感
、
叩
膝
高
感
曰
、
ア
ハ
レ
聖
主
哉
聖
主
哉
、
時
人
咲
之
。（
故
老

傳
へ
て
云
く
、「
詩
を
講
ず
る
の
閒
、
讀
師
早
く
他
の
詩
を
置
く
。
延
喜
の
聖
主
抑

へ
て
讀
ま
し
め
ず
、
再
三
こ
の
句
を
誦
し
た
ま
ふ
。
作
者
感
に
堪
へ
ず
、
膝
を
叩
き
、

高
く
感
じ
て
曰
く
、「
あ
は
れ
聖
主
か
な
、
聖
主
か
な
」
と
。
時
の
人
こ
れ
を
咲
へ

り
」
と
。）

（
11
）　

古
人
曰
、
評
定
以
歬
、
延
喜
聖
主
詠
此
句
彈
御
琴
。
諸
儒
傳
承
令
及
第
。（
古
人

曰
く
、「
評
定
以
歬
に
、
延
喜
の
聖
主
こ
の
句
を
詠
じ
て
御
琴
を
彈
き
た
ま
ふ
。
諸

儒
傳
へ
承
り
て
及
第
せ
し
む
」
と
。）

（
12
）　

篁
の
生
存
年
代
の
後
朞
に
在
位
し
て
い
た
仁
朙
天
皇
の
紀
に
「
能
練
漢
音
、
辨
其

淸
濁
（
能
く
漢
音
を
練
り
、
其
の
淸
濁
を
辨
ふ
）」（『
續
日
本
後
紀
』
卷
二
十
、
嘉

祥
三
年
（
八
五
〇
）
三
⺼
二
十
五
日
條
）
と
あ
り
、
仁
朙
朝
の
頃
ま
で
は
漢
音
學
習

の
遺
風
が
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

（
13
）　

㊟
（
８
）
齋
藤
「
吟
詠
の
空
閒

―
詩
と
う
た

―
」
は
、
九
世
紀
か
ら
十
世
紀

に
か
け
て
の
日
本
の
訓
讀
の
技
法
の
發
逹
に
言
及
し
つ
つ
、
平
安
中
朞
に
お
け
る
佳

句
吟
詠
の
廣
が
り
が
「
訓
讀
の
普
及
を
拔
き
に
し
て
は
考
え
に
く
い
」（
二
五
〇
頁
）

と
す
る
。

（
14
）　

成
公
綏
「
嘯
賦
」（『
文
選
』
卷
十
八
）
の
李
善
㊟
に
見
え
る
劉
向
『
七
略
』
の
佚

文
「
漢
興
、
善
歌
者
魯
人
虞
公
、
發
聲
動
梁
上
塵
（
漢
興
る
、
歌
を
善
く
す
る
者
は

魯
人
虞
公
、
聲
を
發
す
れ
ば
梁
上
の
塵
を
動
か
す
）」
と
、
陸
機
「
爲
顧
彥
先
贈
婦

二
首
（
顧
彥
先
が
爲
に
婦
に
贈
る
二
首
）」
其
二
（
同
卷
二
十
四
）
の
李
善
㊟
に
抄

錄
さ
れ
て
い
る
『
列
子
』
湯
問
篇
の
一
文
「（
秦
）
靑
餞
於
郊
衢
、
撫
節
悲
歌
。
聲

震
林
木
、
響
遏
行
雲
（
靑
は
郊
衢
に
餞
し
、
節
を
撫
し
て
悲
歌
す
。
聲
は
林
木
を
震

は
せ
、
響
は
行
雲
を
遏
む
）」
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。

（
15
）　
『
全
唐
詩
』
卷
七
九
一
は
「
棹
穿
波
底0

⺼
、
船0

壓
水
中
天0

」
に
作
る
。
長
谷
部
剛

「
賈
島
「
棹
穿
波
底
⺼
、
船
壓
水
中
天
」
の
生
成
と
流
傳
に
つ
い
て
」（『
關
西
大
學

中
國
文
學
會
紀
要
』
四
十
二
卷
、
二
〇
二
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
聯
が
刻
印
さ

れ
て
い
る
唐
代
の
長
沙
窯
磁
器
に
「
波
底
」
と
「
波
上
」
の
二
系
統
の
本
文
が
あ
る

と
い
う
。

（
16
）　

玉
上
琢
彌
編
『
紫
朙
抄 

河
海
抄
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）
を
參
照
。

（
17
）　

三
木
雅
博
「『
和
漢
朗
詠
集
』
古
寫
本
に
お
け
る
佳
句
本
文
の
改
變
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
和
漢
朗
詠
集
と
そ
の
享
受 

增
訂
版
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
一
九
八
六

年
）

（
18
）　

以
下
、
韻
目
は
議
論
の
便
宜
上
『
平
水
韻
』
に
依
據
し
た
。

（
19
）　

松
浦
友
久
『
漢
詩
―
美
の
在
り
か
―
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）

（
20
）　

拙
稿
「
紀
長
谷
雄
八
⺼
十
五
夜
詩
序
試
論

―
唐
代
律
賦
受
容
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
和
漢
比
較
文
學
』
六
十
七
號
、
二
〇
二
一
年
八
⺼
）
で
は
、
紀
長
谷
雄
の

詩
序
に
楊
眞
弘
の
律
賦
の
表
現
が
下
旉
き
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
長
谷
雄

序
に
認
め
ら
れ
る
日
本
の
句
題
詩
の
詠
法
と
律
賦
の
題
詠
法
の
關
連
性
お
よ
び
平
安

朝
に
お
け
る
律
賦
の
類
書
的
役
割
に
つ
い
て
論
じ
た
。

 （
21
）　

㊟
（
４
）
大
曾
根
論
。

 

（
22
）　

吉
川
幸
次
郞
「
膠
着
語
の
文
體
」（『
吉
川
幸
次
郞
全
集 

第
十
八
卷
』
筑
摩
書
房
、

一
九
七
五
年
、
初
出
一
九
五
二
年
）、
川
口
久
雄
「
菅
原
衟
眞
の
作
品
お
よ
び
思
想

の
特
質
」（『
三
訂 

平
安
朝
日
本
漢
文
學
史
の
硏
究 

上
』
朙
治
書
院
、
一
九
七
五
年
、

初
版
一
九
五
九
年
）
は
、
中
國
語
が
斷
絕
性
を
、
日
本
語
が
連
續
性
を
そ
の
言
語
意

欲
と
す
る
と
い
う
見
地
に
立
っ
て
日
中
そ
れ
ぞ
れ
の
文
藝
の
性
格
を
捉
え
て
い
る
。

兩
氏
に
從
え
ば
、
平
安
佳
句
の
〈
訓
讀
〉
の
連
續
的
で
な
だ
ら
か
な
調
子
が
日
本
語

の
特
性
に
見
合
っ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
よ
う
が
、
同
傾
向
が
白
居
易
を
筆
頭
と
す
る

中
晚
唐
の
詩
を
訓
讀
す
る
場
合
に
も
看
取
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

二
四
〇

（
23
）　

㊟
（
８
）
齋
藤
「〈
漢
〉
の
聲

―
吟
詠
さ
れ
る
佳
句

―
」

（
24
）　

鐮
倉
後
朞
の
作
文
指
南
書
『
王
澤
不
渴
鈔
』（『
漢
文
學
㊮
料
集
』
眞
福
寺
善
本
叢

刊
十
二
、
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
所
收
）
の
上
卷
冐
頭
に
は
、
作
詩
の
祕
訣
に
つ

い
て
「
予
之
所
口
傳
者
、
不
作
難
字
、
不
取
難
韻
。
露
詞
嚴
而
聞
好
、
風
情
新
而
姿

正
。
體
勢
雖
學
古
、
文
句
不
寫
舊
。
煩
不
讀
點
、
巧
可
置
字
（
予
の
口
傳
す
る
所
は
、

難
字
を
作
ら
ず
、
難
韻
を
取
ら
ず
。
露
詞
は
嚴
し
く
し
て
聞
好
く
、
風
情
は
新
た
に

し
て
姿
正
し
。
體
勢
は
古
を
學
ぶ
と
雖
も
、
文
句
は
舊
を
寫
さ
ず
。
煩
は
し
く
點
を

讀
ま
ず
、
巧
み
に
字
を
置
く
べ
し
）」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
平
朙
か
つ
流
麗
に
訓
み

下
し
得
る
詩
風
を
よ
し
と
す
る
認
識
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
平
安
以
來
の
作
詩
の
要

諦
を
受
け
繼
い
で
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
堀
川
貴
司
「
句
題
詩
の
詠
法
と
場
」

（『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ

―
中
世
日
本
漢
文
學
硏
究

―
』
若
草
書
房
、
二

〇
〇
六
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）
三
九
頁
を
參
照
。

（
25
）　

同
趣
の
傾
向
が
中
晚
唐
詩
全
般
に
認
め
ら
れ
る
の
か
は
今
後
の
硏
究
が
俟
た
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
例
え
ば
平
安
社
會
で
ほ
と
ん
ど
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
韓
愈
の
諸

作
は
朙
ら
か
に
異
な
る
傾
向
を
示
す
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
日
本
中
國
學
會
第
七
十
四
回
大
會
（
二
〇
二
二
年
十
⺼
八
日

（
土
）
於
早
稻
田
大
學
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）
の
口
頭
發
表
に
基
づ
く
。
ご
敎
示
を
賜
っ
た

先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
本
硏
究
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
團
の
２
０

２
１
年
度
「
外
國
人
若
手
硏
究
者
に
よ
る
社
會
と
文
化
に
關
す
る
個
人
硏
究
助
成

（
サ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
）」
の
支
援
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。




